
「
ウ
ナ
ネ
」
お
よ
び
「
ウ
ナ
ネ
社
」
に
つ
い
て
　
（
上
）

－
　
伊
賀
・
陸
奥
・
上
野
・
武
蔵
の
事
例
か
ら
　
－

牛
山
佳
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は
じ
め
に

　
「
ウ
ナ
ネ
」
は
「
宇
奈
根
」
も
し
く
は
「
宇
虚
根
」
の
字
を
当
て
る
こ
と
が

多
い
。
「
ウ
ナ
ネ
社
」
と
い
う
の
は
、
中
世
史
研
究
者
に
と
っ
て
は
比
較
的
な

じ
み
の
あ
る
社
名
で
あ
ろ
う
。
と
言
う
の
も
、
中
世
を
代
表
す
る
荘
園
で
あ
る

伊
賀
国
黒
賑
荘
内
に
こ
の
神
社
が
か
つ
て
存
在
し
た
し
、
ま
た
昨
今
、
荘
園
絵

図
な
ど
の
絵
画
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
が
一
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
『
陸
奥
国
骨
寺
村
絵
図
』
に
も
こ
の
神
社

が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ウ
ナ
ネ
幸
し
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
二
つ
の
説
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
用
水
の
守
護
神
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
洪
水
除
け
の
神
と
す
る
も
の
だ
が
、
前
者
が
ほ
と
ん
ど
通
説
化
し

て
お
り
、
後
者
は
少
数
派
に
属
し
て
き
た
と
言
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
私
は

「
小
社
の
歴
史
学
的
考
察
」
を
志
し
て
以
来
、
こ
の
神
社
に
注
目
し
て
い
た
が
、

や
は
り
本
来
は
、
一
貫
し
て
洪
水
の
除
去
を
祈
願
す
る
た
め
に
勧
請
さ
れ
た
神

社
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
る
に
至
っ
た
。
小
論
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
四
ケ
国
の
事
例
を
個
別
に
検
討
し
つ

つ
、
若
干
の
考
究
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一、

ﾉ
賀
国
の
事
例

　
史
料
上
、
最
も
古
く
ま
で
そ
の
存
在
が
遡
り
う
る
の
は
、
伊
賀
匿
の
．
「
ウ
ナ

ネ
社
」
で
あ
る
。
『
日
本
三
代
実
録
軸
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
四
月
十
日
条
に
、

　
　
授
帰
伊
賀
國
正
六
壁
上
高
蔵
神
、
阿
波
神
、
高
松
神
、
宇
奈
根
神
並
従
五

　
　
属
下
一

と
あ
り
、
同
書
貞
観
十
五
年
（
八
七
三
）
九
月
廿
七
日
条
に
も

　
　
授
二
伊
賀
醒
…
…
（
中
賂
）
…
…
従
五
位
下
佐
々
神
、
肉
感
神
、
阿
波
神
、

　
　
宇
奈
根
神
気
従
五
位
上
一
…

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
r
貞
観
年
間
に
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
上
に
昇
叙
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
成
立
の
『
延
喜
式
』
巻
九
、

神
祇
九
の
神
名
に
よ
れ
ぽ
、
伊
賀
国
定
五
座
、
名
張
郡
二
座
の
う
ち
に
「
三
流

富
志
弥
神
社
㎏
が
所
見
さ
れ
る
が
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
の
底
本
と
な
っ
た

享
保
八
年
板
本
で
は
「
ウ
ナ
ネ
ノ
ブ
シ
ミ
ノ
」
と
訓
じ
、
内
閣
文
庫
本
や
吉
田

家
本
な
ど
も
「
宇
流
」
に
「
ウ
ナ
ネ
ノ
」
と
傍
訓
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ

れ
を
宇
奈
根
神
と
同
～
と
み
な
す
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
と
す
れ
ぽ
、
伊
賀
国
の
「
ウ
ナ
ネ
社
」
は
十
世
紀
初
め
ま
で
に
は
神

階
を
授
与
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
官
社
に
も
列
す
る
程
の
、
地
方
有
力
神
社
に

二
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　　図1　伊賀国（三重県）の宇奈根社（宇流富志禰神社）の現在位置

成
長
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
当
社
の
鎮
座
地
は
平
安
期
に
は
、
名
張
郡
夏
見
郷
簗
瀬
村
に
属
し
た
と
推
定

さ
れ
る
が
、
こ
の
村
が
の
ち
に
東
大
寺
領
黒
田
荘
の
百
姓
の
出
作
り
地
と
な
っ

た
た
め
、
当
地
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
東
大
寺
と
国
衙
と
の
抗
争
が
長
ら
く
続
き
、

こ
れ
以
降
も
東
大
寺
文
書
な
ど
の
悪
相
荘
関
係
文
書
に
、
そ
の
社
名
を
と
ど
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
豊
富
な
黒
田
荘
研
究
の
中
で

触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
中
世
史
研
究
者
の
間
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
神
社
で

あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
東
大
寺
文
書
の
康
保
三
年
（
九
六
六
）
四
月
二
日
伊
賀
国
名
張
郡
夏

　
　
　
　
　
（
1
）

三
郷
刀
禰
等
身
案
の
署
判
部
分
に
、

　
　
　
　
　
（
術
力
×
マ
マ
）

　
　
　
夏
見
郷
刃
刀
銘
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
宇
奈
根
祉
認
識
部
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
忠
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
貴
重
則

　
（
2
）

と
あ
る
。
こ
の
文
書
の
内
容
は
、
右
衛
門
督
藤
原
朝
成
が
伝
領
し
た
薦
生
牧

（
村
）
を
立
券
申
請
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
東
大
寺
懸
板
蝿
杣
（
黒

田
荘
の
前
身
）
の
四
畿
内
に
あ
る
と
い
う
の
で
、
東
大
寺
側
か
ら
の
申
請
に
基

づ
い
て
調
査
に
当
た
っ
た
在
地
刀
禰
ら
が
、
各
々
の
四
至
を
確
定
し
て
勘
申
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
宇
奈
根
社
に
は
近
郷
の
刀
禰
を
勤
め
る
在
地
有
力
者

が
、
そ
の
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
祝
に
就
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
東
京
大
学
所
蔵
文
書
の
寿
永
元
年
（
一
　
八
二
）
八
月
廿

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

五
田
藤
原
宗
未
起
請
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
宗
末
が
源
宗
清
な
る
者
か
ら
借

金
の
担
保
に
手
に
入
れ
た
そ
の
私
領
、
名
張
郡
矢
川
村
（
の
ち
黒
田
荘
の
一

部
）
内
の
二
段
半
の
地
に
関
わ
る
本
券
文
を
亡
く
し
た
た
め
、
在
地
刀
禰
ら
の

三
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証
判
を
得
て
作
成
し
た
、
い
わ
ゆ
る
紛
失
状
で
、
そ
の
謡
講
の
詞
の
部
分
に
、

　
　
藩
士
件
券
宗
宋
乍
レ
持
不
レ
持
ト
申
候
者
、
當
國
当
郡
鎮
守
、
心
境
宇
奈
根

　
　
大
家
子
大
明
神
、
別
ハ
大
佛
八
幡
之
罰
藤
原
宗
末
女
毎
二
毛
穴
一
可
レ
蒙
レ
罷

　
　
候
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
や
け
こ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宇
奈
根
大
明
神
が
大
家
子
大
明
神
と
と
も
に
、
郡
鎮
守

と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
大
家
子
大
明
神
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
け
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
　

「
大
宅
子
砿
と
も
表
記
し
、
近
世
に
は
「
要
素
社
」
（
『
伊
水
温
古
』
）
、
「
樋
子

春
月
（
・
宗
鼠
罫
、
穂
子
明
神
蓄
髪
（
　
　
　
　
　
　
（
6
）
『
三
古
地
志
』
）
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
明
治
四
十
｝
年
（
一
九
〇
八
）
に
黒
田
村
（
現
名
張
市
黒
田
）
の
勝

手
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
ま
で
、
宇
陀
煩
左
岸
の
井
手
村
（
現
名
張
市
井
手
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

あ
り
、
本
来
ぱ
国
衙
領
の
鎮
守
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社
が
黒

田
荘
の
荘
鎮
守
神
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
黒
田
日
出

　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
（
9
）

天
頂
の
研
究
に
詳
し
い
。

　
鎌
倉
期
に
入
る
と
、
元
久
元
年
（
一
一
｝
〇
四
）
頃
の
も
の
ら
し
い
東
大
寺
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

書
館
所
蔵
左
近
吾
長
吏
等
詩
裏
文
書
の
黒
細
新
荘
麦
空
解
に
、
新
荘
（
か
つ
て

の
名
張
郡
矢
川
・
中
村
両
郷
）
の
畠
二
十
二
町
三
段
の
地
子
麦
が
免
除
さ
れ
た

寺
社
領
と
し
て
、
「
二
反
宇
奈
根
若
宮
し
が
挙
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
荘
内
に

宇
奈
根
社
の
末
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
ろ

う
。
新
荘
は
宇
多
川
の
右
岸
、
お
よ
び
そ
の
支
流
矢
川
に
沿
っ
た
地
だ
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
若
宮
の
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
つ
い
で
、
一
誠
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

待
費
文
書
の
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
黒
田
荘
官
物
量
解
断
簡
を
見
る
と
、
合

計
七
十
八
町
百
歩
の
う
ち
の
除
分
と
し
て
、
「
宇
奈
根
神
賑
壼
反
し
と
「
宇
奈

根
御
供
免
参
反
」
が
あ
る
。
十
三
世
紀
後
半
に
な
る
と
当
社
に
神
田
・
御
供
免

が
そ
れ
ぞ
れ
一
反
と
三
反
が
給
さ
れ
て
お
り
、
完
全
に
黒
田
荘
内
の
鎮
守
と
化

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
文
書
に
は
、
ほ
か
に
「
宇
奈
井
壼
丁
七
反
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
前
後
に
「
佐
久
里
島
井
新
」
と
か
「
葦
宇
津
新
井
新
一

な
ど
も
見
え
る
と
こ
ろ
が
ら
、
お
そ
ら
く
は
井
料
田
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、

宇
奈
根
社
と
ど
う
関
わ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
に
関
係
史
料
を
掲
げ
て
き
た
伊
賀
国
の
「
ウ
ナ
ネ
社
」
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
点
も
多
い
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
第
一
に
、
近
代
に
至
る
ま

で
し
ぼ
し
ぼ
社
名
が
変
化
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
『
延
喜
式
』
に
所
見

さ
れ
る
神
名
か
ら
し
て
そ
う
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
滞
流
富
志
弥
神

祉
」
は
現
存
す
る
写
本
や
版
本
で
は
「
ウ
ナ
ネ
ノ
」
、
も
し
く
は
「
ウ
ナ
ネ
ノ

ブ
シ
ミ
ノ
し
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
菊
岡
行
宣
の
『
伊
水
温
故
』
が
「
宇

れ
マ
マ
　

名
根
之
社
延
喜
式
小
名
砂
面
」
と
す
る
の
を
除
け
ば
、
こ
れ
を
宇
奈
根
社
と
同

一
と
み
な
す
の
が
近
世
以
来
の
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
お
り
、
古
代
、
中
世
の
史

料
に
見
え
る
宇
奈
根
社
の
後
身
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
き
た
、
名
張
市
平
二
字

藤
ノ
木
三
三
九
番
地
に
鎮
座
す
る
神
社
も
、
明
治
以
後
は
『
延
喜
式
』
の
社
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

に
基
づ
い
て
、
「
宇
流
麗
志
鷲
神
社
」
と
改
称
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

こ
ろ
が
、
『
延
喜
式
』
諸
本
で
は
「
弥
（
彌
）
」
と
あ
る
の
に
、
現
在
の
表
記
は

　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

「
禰
」
と
し
て
い
て
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
め
ぐ
っ
て
ま
ず
議
論
が
あ
る
。

こ
の
点
は
い
ず
れ
誤
字
・
誤
読
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
深
く
は

言
及
し
な
い
と
し
て
も
、
「
志
学
」
を
「
ウ
ナ
ネ
」
と
訓
ず
る
こ
と
は
、
新
訂

増
補
国
史
大
系
本
の
頭
注
で
も
「
未
レ
知
二
其
所
p
難
し
と
す
る
よ
う
に
、
国
語

学
的
に
は
こ
の
よ
う
な
訓
じ
方
、
な
い
し
は
音
韻
変
化
の
過
程
を
十
分
に
説
明

す
る
こ
と
は
で
と
刻
、
『
延
喜
式
』
所
載
の
神
名
と
、
『
日
本
三
代
実
録
』
や
東

大
寺
文
書
に
所
見
さ
れ
る
宇
奈
根
神
を
同
一
と
み
な
す
こ
と
に
は
、
な
お
疑
問

の
余
地
が
あ
る
と
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

葦
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般
に
、
荘
園
綱
の
解
体
な
ど
の
社
会
的
変
動
が
顕
著
と
な
る
中
世
後
期
に

は
、
当
初
の
由
来
が
忘
れ
ら
れ
た
り
、
神
格
が
変
化
す
る
神
社
が
増
加
す
る
。

そ
の
た
め
、
近
世
以
降
、
国
学
や
復
古
神
道
の
成
立
に
伴
っ
て
『
延
喜
式
』
や

国
史
に
所
見
さ
れ
る
神
社
の
見
直
し
が
始
ま
る
と
、
一
社
に
対
し
て
複
数
の
神

社
が
名
乗
り
を
挙
げ
る
ケ
ー
ス
も
現
わ
れ
た
が
、
宇
奈
根
社
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
社
の
場
合
、
最
も
有
力
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
既
述
の

よ
う
に
名
張
市
平
尾
に
鎮
座
す
る
宇
流
富
志
禰
神
社
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
同

社
所
蔵
の
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
棟
札
に
「
宇
奈
根
大
明
神
」
、
境
内
の

石
造
手
水
鉢
に
「
宇
奈
根
　
天
和
浄
福
年
　
春
日
大
明
神
　
伊
賀
國
名
張
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

仲
夏
吉
祥
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
だ
が
、
近
世
に
は
「
春
日
明
神
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

も
し
く
は
「
春
醐
神
」
と
通
称
さ
れ
て
い
た
神
社
で
あ
る
。
一
方
、
名
張
市
夏

見
に
鎮
座
す
る
積
田
神
社
所
蔵
の
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
棟
札
に
も
「
宇

　
　
　
　
　
　
　
（
貯
）

奈
根
大
明
神
」
と
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
こ
の
神
社
も
宇
奈
根
社
と
考
え
ら
れ

て
い
た
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
積
田
神
社
が
宇
奈
根
社
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
綿
）

た
の
は
、
『
春
日
社
記
』
等
に
春
日
神
遷
幸
（
御
成
）
の
旧
跡
地
と
し
て
「
御

成
宮
」
、
あ
る
い
は
「
宇
成
宮
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
点

か
ら
し
て
、
音
韻
が
似
て
い
る
こ
と
に
因
む
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
宇
流
富
志

禰
神
棚
や
積
田
神
社
が
か
つ
て
春
田
社
と
呼
ば
れ
た
り
、
春
曇
神
遷
幸
に
関
わ

る
伝
承
を
伝
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
平
安
・
鎌
倉
期
に
興
福
寺
の
春
日
塔

寄
人
や
東
円
堂
寄
人
の
よ
う
な
寄
人
・
神
人
集
団
が
、
造
営
修
理
の
た
め
に
泉

木
津
を
結
節
点
と
し
て
、
宇
陀
川
・
名
張
川
水
系
の
交
通
組
織
の
旧
い
手
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
名
張
郡
内
に
春
日
明
神
信
仰
が
押
し
広
げ
ら
れ
た
と
す
る
、

黒
田
日
出
男
氏
の
見
解
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
藤
堂
元
甫
の
『
三
国
地
志
』
巻

之
七
十
九
の
宇
流
富
志
禰
神
社
の
頃
に
は
、
『
東
大
寺
寳
蔵
素
図
』
な
る
も
の

を
引
い
て
「
簗
瀬
條
宇
船
明
神
」
と
記
す
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
近
世
以
前
に
は

宇
船
明
神
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
宇
奈
根
神
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
黒
田
荘
を
フ
ィ
…

ル
ド
に
精
力
的
に
研
究
さ
れ
た
黒
田
日
出
男
氏
が
、
「
名
張
郡
の
用
水
の
神
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玲
）

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
別
の
と
こ
ろ
で
「
簗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

瀬
の
耕
地
へ
の
用
水
の
取
出
口
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
注
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
2
）

よ
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
義
江
彰
夫
氏
の
「
初
期
中
世
村
落
の
形
成
」
と
い
う
論

文
に
依
拠
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
義
江
氏
の
こ
の
論
文
を
見
る
と
、
初
期

中
世
村
落
に
お
け
る
在
地
刀
禰
の
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
夏
見
郷
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

禰
で
あ
っ
た
礒
部
某
を
取
り
上
げ
、
「
宇
奈
抵
社
」
の
神
宮
と
し
て
在
地
の
祭

式
を
編
成
す
る
主
体
と
も
な
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
「
伊
賀
国
名

張
郡
村
落
概
略
図
」
な
る
も
の
を
掲
げ
て
、
地
図
上
で
簗
瀬
に
あ
る
名
張
川
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

ら
の
用
水
路
の
取
水
口
近
く
に
「
宇
奈
抵
社
㎏
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
論
文
で
は
義
江
氏
は
、
宇
奈
根
社
と
用
水
と
の
具
体
的
な
関
係
に
つ
い
て

は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
伊
賀
国
の
宇
奈
根
社
の
盤
格
に
つ
い
て
、
現
地
に
詳
し
い
と
い
う
特
性
を
発

揮
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
立
地
条
件
か
ら
、
と
り
わ
け
河
川
・
用
水
と
の
関
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

注
目
し
て
考
察
さ
れ
た
の
は
、
管
見
に
よ
れ
ぽ
森
川
桜
姓
氏
が
最
初
で
あ
る
。

森
川
氏
の
見
解
で
重
要
な
点
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
　
当
社
は
名
張
川
の
屈
曲
点
の
先
端
に
位
置
し
て
お
り
、
名
張
川
と
宇
陀

　
　
川
の
合
流
点
を
ひ
か
え
て
、
こ
の
地
域
は
た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
、

　
　
現
在
も
そ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
②
　
真
弓
常
忠
氏
の
論
文
「
宇
奈
提
考
」
（
『
神
道
史
研
究
』
第
二
四
巻
二
号
、

　
　
一
九
七
六
年
）
が
「
ウ
ナ
デ
（
池
溝
）
」
を
「
排
水
と
給
水
を
兼
ね
た
人
工

四
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の
水
路
」
で
あ
る
と
す
る
説
に
依
拠
し
つ
つ
、
東
大
寺
文
書
の
康
保
三
年

　
　
（
九
六
六
）
四
月
二
日
伊
賀
国
夏
見
寸
閑
禰
等
解
案
の
一
通
だ
け
に
見
え

　
　
る
「
宇
割
織
（
ウ
ナ
デ
と
は
単
な
る
書
き
違
い
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と

　
㈹
　
寿
永
元
年
（
＝
八
二
）
の
藤
原
宗
末
起
請
文
に
「
当
至
当
郡
鎮
守
、

　
　
殊
ハ
宇
奈
根
・
大
家
子
大
明
神
」
と
あ
り
、
こ
の
両
者
は
対
の
関
係
で
重

　
　
視
さ
れ
て
い
る
が
、
大
家
子
大
明
神
（
近
世
の
樋
子
社
）
で
し
ば
し
ぼ
雨

　
　
請
指
斥
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
宇
陀
川
の
水
神
と
考
え
ら
れ
、

　
　
従
っ
て
そ
れ
と
対
応
す
る
宇
奈
根
社
の
方
は
、
名
張
川
の
水
神
と
し
て
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
3
）

　
　
浴
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

　
こ
う
し
て
森
川
氏
は
、
宇
奈
根
祉
の
神
格
を
水
神
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
「
用

水
の
守
護
神
」
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
森
川
氏
は
宇
奈
根
社
の

成
立
事
情
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
地
域
の
地
勢
等
に
つ
い
て
、
ほ
か
に
も
多
く

の
注
目
す
べ
き
指
摘
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
む
し
ろ
、
水
神
は
水
神
で

も
、
も
っ
と
別
の
性
格
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ω
の
点
に
加
え
て
、
か
つ
て
東
大
寺
領
黒
田
本
荘
の
荘
民
と
国
衙

と
の
間
に
、
出
作
り
を
め
ぐ
っ
て
絶
え
ず
紛
争
が
起
っ
た
の
も
、
名
張
川
と
宇

陀
川
の
合
流
点
付
近
が
洪
水
に
よ
っ
て
、
し
ぼ
し
ぼ
河
道
の
変
遷
を
く
り
返
し

た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
元
久
元
年
（
＝
一
〇
四
）
の
文
書
に
見

え
る
宇
奈
根
若
宮
の
鎮
座
地
は
、
か
つ
て
洪
水
防
止
罵
の
「
丈
六
の
大
藪
」
と

称
す
る
津
藩
直
轄
の
藪
が
あ
っ
た
、
滝
煩
沿
い
の
名
張
市
丈
六
付
近
に
比
定
で

き
る
と
指
摘
さ
れ
、
や
は
り
若
宮
の
勧
請
も
洪
水
除
け
と
関
係
の
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
森
川
氏
が
「
用
水
の
守
護
神
篇
と
表
現
さ

れ
て
い
る
の
は
、
黒
田
日
出
男
氏
の
前
掲
論
文
に
影
響
を
受
け
た
た
め
と
思
わ

れ
、
森
川
氏
の
論
旨
か
ら
浮
か
び
上
っ
て
く
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
に
水

害
除
け
、
洪
水
防
止
の
神
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
。

　
語
源
の
点
か
ら
、
当
社
の
こ
う
し
た
性
格
を
導
き
出
さ
れ
た
の
は
清
水
潔
氏

　
〔
2
4
）

で
あ
る
。
清
水
氏
は
、
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
の
祈
年
祭
祝
詞
式
に
「
宇
事
物

頸
根
衝
熊
鷹
、
皇
御
孫
命
願
望
豆
乃
幣
吊
平
、
構
融
寛
奉
鍬
宣
し
と
あ
り
、
「
頸

根
」
に
「
ウ
ナ
ネ
」
の
訓
が
あ
る
か
ら
、
「
宇
奈
根
」
は
「
首
の
付
け
根
」
の

意
味
で
あ
る
と
さ
れ
、
旧
名
張
川
の
河
道
が
当
社
の
崖
下
で
屈
曲
し
て
い
た
時

代
に
は
、
そ
の
鎮
座
地
が
名
張
川
の
屈
曲
点
の
先
端
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
神
名
が
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
流
域
は
名
張
川

が
氾
濫
を
く
り
返
し
た
氾
濫
原
に
あ
た
り
、
こ
の
宇
奈
根
社
は
そ
う
し
た
名
張

川
の
河
川
の
神
の
怒
り
を
鎮
め
る
、
治
水
の
守
護
神
的
な
性
格
を
担
っ
て
創
祀

さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ウ
ナ
ネ
」
は
本
来
「
ウ
ナ
デ
」
で
、
用

水
の
守
護
神
で
は
な
い
か
と
し
た
前
記
の
森
川
氏
の
説
に
対
し
て
ぱ
、
唯
一
の

典
拠
で
あ
る
康
保
三
年
（
九
六
六
）
四
月
二
田
付
の
東
大
寺
文
書
の
原
本
（
但

し
案
文
）
に
よ
れ
ば
、
問
題
の
「
宇
奈
抵
」
は
「
宇
奈
根
」
と
読
め
る
こ
と
に

よ
り
、
当
社
を
平
尾
用
の
水
路
と
し
て
の
溝
と
結
び
つ
け
た
議
論
は
そ
の
根
拠

を
失
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
研
究
史
を
整
理
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
論
点
を
再
検
討
し
て
み

る
と
、
従
来
「
用
水
の
守
護
神
」
と
す
る
説
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
伊
賀
国
の

「
ウ
ナ
ネ
社
篇
は
、
洪
水
除
け
の
神
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
り
妥
当
性
の
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
筆
・
者
は
一
九
九
三
年
五
月
二
十
四
日
に

現
地
調
査
を
実
施
し
た
が
、
当
社
の
鎮
座
地
、
と
く
に
名
張
川
の
屈
曲
点
に
位

置
す
る
当
初
の
鎮
座
伝
承
地
付
近
が
、
黒
田
氏
や
義
江
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、
当
時
か
ら
「
用
水
の
取
水
口
」
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

五



179牛由：「ウナネ」および「ウナネ社」について（上）

　　図2　陸奥国骨寺村の現状（岩手県一関市厳美町本寺）と宇那自社の比定地

二
、
陸
奥
国
の
事
例

　
陸
奥
國
は
、
か
つ
て
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
存
在
し
て

い
た
と
み
ら
れ
る
地
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
は
管
見
の
範
囲
で
、
宮
城
県
宮
城

郡
宮
城
町
芋
老
妻
明
神
一
四
番
一
号
に
鎮
座
す
る
宇
那
禰
神
社
の
み
だ
が
、
建

長
三
年
（
ご
一
五
一
）
冬
に
中
尊
寺
領
の
愁
々
の
惣
検
注
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

結
果
を
翌
年
正
月
に
注
進
し
た
取
帳
写
断
簡
な
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
た
ま
た
ま

残
存
す
る
宇
津
木
村
と
辻
脇
村
の
分
に
「
宇
冠
根
神
田
三
段
」
な
る
記
載
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
に
除
田
が
設
定
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
両
村
内
に
各
々
宇
那
根
社

が
存
在
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
時
、
こ
の
地
方
の
他
の
村
々

に
も
同
社
が
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
は
後
述
の
よ
う
に
、
東
北
地
方
に
今
日
広
く
分
布
す
る
「
ウ
ソ
ナ
ン

社
」
が
、
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
音
韻
変
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
点
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
東
北
地
方
に
お
け
る
こ
の
社
号
の
神
社
の
存
在
が
、
中

世
史
研
究
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
何
と
雷
っ
て
も
、
か
つ
て
陸
奥
園

磐
井
郡
骨
寺
村
（
現
在
の
岩
手
県
一
関
市
心
切
町
本
寺
が
そ
の
遺
称
）
に
所
在

し
た
宇
那
根
社
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
近
年
荘
園

絵
図
を
中
心
と
し
た
絵
画
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
が
歴
史
学
や
関
運
諸
学
で
流

行
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
代
表
的
な
中
世
村
落
絵
図
と
さ
れ
る
、
中

尊
寺
所
蔵
の
二
枚
の
『
陸
奥
国
骨
寺
村
絵
図
臨
に
、
こ
の
宇
重
根
社
が
描
か
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
中
世
の
骨
寺
村
は
中
尊
寺
経
蔵
別
当
領

と
し
て
相
伝
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
平
安
期
以
来
の
経
蔵
文
書
が
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
て
伝
存
し
て
い
る
た
め
、
絵
図
と
こ
れ
ら
の
文
書
を
合
せ
用
い
る
こ
と
に

六
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よ
り
、
東
北
中
世
村
落
を
復
原
す
る
対
象
に
な
り
う
る
点
で
も
垂
球
さ
れ
て
き

た
。
従
っ
て
、
骨
寺
村
に
触
れ
た
研
究
は
少
な
く
な
匡
醐
、
そ
の
う
ち
で
最
も

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
字
豊
根
社
に
つ
い
て
も
最
も
詳
し
く
論
及
さ
れ
た
の

は
大
石
直
正
氏
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
大
石
氏
の
論
考
に
沿
っ
て
、

中
世
骨
寺
村
の
宇
那
根
暗
の
性
格
と
成
立
事
情
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　
大
石
氏
の
論
考
は
二
本
か
ら
な
る
。
第
一
論
文
は
「
中
尊
寺
領
骨
寺
村
の
成

（
2
7
）

立
篇
で
、
二
枚
の
絵
麟
の
作
成
目
的
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

ま
ず
「
郡
方
」
「
寺
領
」
と
い
う
記
載
が
見
え
る
図
（
こ
れ
を
仮
に
A
図
と
す

る
）
の
方
は
、
鎌
倉
時
代
に
郡
地
頭
（
具
体
的
に
は
磐
井
郡
の
地
頭
葛
西
氏
）

と
の
聞
に
山
野
の
帰
属
を
め
ぐ
る
掘
論
が
起
っ
た
際
、
証
拠
文
書
と
し
て
中
尊

寺
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
も
う
一
枚
の
B
図
は
、
「
宇
那

根
田
」
を
始
め
と
す
る
神
懸
（
免
田
）
表
記
の
多
い
こ
と
か
ら
、
、
平
泉
惣
別
当

の
交
替
に
伴
な
う
寺
領
検
注
の
際
に
、
鎌
倉
常
住
の
惣
別
当
（
原
則
と
し
て
鶴

岡
社
僧
の
兼
務
）
と
寺
僧
と
の
間
で
、
蒔
田
の
存
在
や
面
積
を
め
ぐ
る
櫓
論
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
寺
僧
側
で
作
成
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
す
る
。
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

上
の
見
解
に
つ
い
て
は
反
論
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
作
成
時
期
に

つ
い
て
は
、
大
石
氏
は
二
枚
と
も
鎌
倉
期
と
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
従
来
は
B
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の
方
を
南
北
朝
期
と
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
自
身
は
右
の
点
に

関
し
て
だ
け
言
え
ば
、
大
石
氏
の
見
方
に
異
論
を
云
え
る
だ
け
の
用
意
が
な
く
、

ま
た
絵
図
の
作
成
躍
的
が
宇
那
根
社
の
成
立
事
情
と
直
接
関
わ
る
こ
と
は
な
さ

そ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
絵
図
そ
の
も
の
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
雷
及

し
な
い
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
骨
寺
村
の
宇
宮
室
社
が
遅
く
と
も
鎌

倉
期
に
ぱ
成
立
し
て
お
り
、
領
主
層
の
信
仰
を
得
て
免
田
を
与
え
ら
れ
て
い
た

神
社
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
石
氏
は
宇
罪
質
祉
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
理
由
を
示
さ
ず
に

「
ほ
ぼ
用
水
路
の
神
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
み
だ
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
の
が
第
二
論
文
の
「
東
北
中
世
村
落
の
成
立
一
中
尊
寺

領
舜
専
輪
ご
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
前
章
で
も
紹
介
し
た
、
伊
賀
国
の
字
奈
根

茎
を
名
張
郡
の
用
水
の
神
で
あ
る
と
す
る
黒
田
日
出
男
氏
の
説
も
引
き
合
い
に

出
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
論
拠
は
次
の
二
点
に
絞
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

る
。　
第
一
は
「
ウ
ナ
ネ
」
の
語
源
解
釈
で
あ
る
。
国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
「
苗
の

付
け
根
」
「
後
頸
部
〕
な
ど
の
意
味
を
持
つ
「
頂
根
（
ウ
ナ
ネ
と
と
い
う
語
が

出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
ウ
ナ
ジ
（
頂
）
」
に
「
ネ
（
根
）
」
を
加
え
て
で
き
た
語

で
（
ウ
ナ
ジ
ナ
ネ
↓
ウ
ナ
ネ
）
、
「
ウ
ナ
ジ
〕
の
根
元
の
意
味
で
あ
り
、
宇
那
根

社
の
「
ウ
ナ
ネ
」
と
は
直
接
関
係
な
い
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
似
た
古

語
に
用
水
溝
を
意
味
す
る
「
ウ
ナ
デ
」
と
い
う
語
が
あ
る
か
ら
、
「
ウ
ナ
ジ
し

に
そ
れ
と
嗣
じ
よ
う
に
根
元
を
意
味
す
る
「
ネ
し
を
加
え
て
「
ウ
ナ
ネ
篇
と
な

り
（
ウ
ナ
デ
÷
ネ
↓
ウ
ナ
ネ
）
、
用
水
溝
の
根
元
、
す
な
わ
ち
泉
や
取
水
口
を

意
味
す
る
語
と
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
従
来
の
民
俗
学
の
成
果
に
着
目
さ
れ
、
そ
れ
を
批
判
的
に
継
承
さ
れ

た
点
で
あ
る
。
骨
寺
村
に
か
つ
て
あ
っ
た
宇
那
根
津
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、

二
枚
の
絵
図
に
見
え
る
宇
那
根
無
が
鎮
座
し
た
と
思
わ
れ
る
地
点
は
、
今
B

「
ウ
ナ
ン
ダ
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ま
た
宇
那
根
田
の
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
場
所
に
は
「
ウ
ナ
ソ
ダ
」
「
ウ
ナ
ン
沢
」
と
い
う
地
名
が
今
も
残
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
岩
手
・
宮
城
両
県
の
農
村
部
に
広
く
分
布
す
る
「
ウ
ン
ナ
ソ
様
」

「
ウ
ソ
ナ
ン
権
現
」
「
ウ
ナ
権
現
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
小
祠
も
、
現
在
は
雲
南
・

運
南
・
運
安
・
宇
南
・
卯
名
・
有
南
・
温
南
な
ど
の
様
々
な
字
が
充
て
ら
れ
て

七
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い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
来
は
宇
丸
根
社
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
「
ウ
ン
ナ
ン
様
」
「
ウ
ン
ナ
ン
神
」
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
『
石
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

問
答
』
（
一
九
一
〇
年
）
以
来
、
民
俗
学
で
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
も

　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

の
で
、
藤
原
相
之
助
・
早
川
孝
太
郎
・
鈴
木
巣
三
・
大
島
英
介
・
三
崎
　
夫
・

　
　
（
3
7
）

佐
野
賢
治
の
各
氏
な
ど
に
よ
る
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
の
だ
が
、
早
川
孝
太

郎
氏
以
後
は
鰻
の
信
仰
に
結
び
つ
け
て
い
る
点
と
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
水
神
・

田
の
神
と
い
っ
た
広
い
意
味
で
の
農
業
神
と
さ
れ
る
点
で
ほ
ぼ
諸
説
一
致
し
て

い
る
。

　
大
石
氏
は
、
と
く
に
こ
の
申
で
湧
水
や
水
田
の
中
の
用
水
取
入
口
の
近
く
に

存
在
す
る
事
例
や
、
三
崎
｝
夫
氏
が
紹
介
し
た
「
ウ
ン
ナ
ン
神
」
の
力
に
よ
っ

て
用
水
が
確
保
で
き
た
と
す
る
伝
承
を
重
視
し
て
、
『
骨
寺
村
絵
図
』
の
宇
那

根
祉
も
「
中
澤
」
と
い
う
水
路
の
水
源
の
近
く
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
共
通

性
に
注
目
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
民
俗
学
に
よ
る
研
究
の
到
達
点
と

も
署
う
べ
き
佐
野
賢
治
氏
の
論
考
で
、
「
ウ
ン
ナ
ソ
社
」
の
分
布
状
況
が
近
世

の
新
田
開
発
高
の
高
い
地
域
と
重
な
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
実
際

に
は
近
世
の
新
田
開
発
の
盛
ん
で
あ
っ
た
地
域
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
も

の
の
、
「
ウ
ン
ナ
ン
神
」
（
つ
ま
り
宇
蝦
根
社
）
の
成
立
が
中
世
以
前
に
…
遡
り
う

る
こ
と
、
そ
し
て
「
ウ
ソ
ナ
ソ
社
」
の
分
布
が
平
泉
周
辺
に
稠
密
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
着
目
さ
れ
つ
つ
、
奥
州
藤
原
氏
の
全
盛
期
で
あ
る
十
一
　
世
紀
が
水
田
開

発
の
高
ま
り
を
み
せ
た
時
期
で
あ
る
と
し
て
、
東
北
地
方
の
宇
荒
根
信
仰
は
こ

の
時
の
水
田
開
発
と
の
関
わ
り
で
、
中
央
か
ら
用
水
技
術
と
と
も
に
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
触
れ
た
佐
野
賢
治
氏
の
研
究
は
、
大
石
説
の
当
否
を
批
判
検
討
す
る

上
で
も
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
、
そ
の
概
略
を
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
暇
本

の
各
地
に
鰻
を
食
べ
ぬ
と
い
う
伝
承
、
い
わ
ゆ
る
鰻
に
対
す
る
食
物
禁
忌
を
持

つ
地
域
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
虚
空
各
様
の
お
使
い
」
と
か
「
虚
空
言
様
の
好

物
」
だ
と
の
理
由
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
何
者
か
が
虚
空
蔵

信
仰
と
鰻
と
を
結
び
つ
け
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
媒
介
と
な
っ
た
宗
教
者
を
真

言
系
の
修
験
者
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
は
、
鰻
が
古
く
か
ら
水
神
的
性
格

を
持
っ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
洪
水
の
減
水
期
に
出
現
す
る
性
質
が
あ
っ
た
た

め
、
洪
水
に
し
ぼ
し
ば
襲
わ
れ
た
地
域
の
人
々
は
、
洪
水
へ
の
恐
怖
心
を
抱
く

と
同
時
に
、
洪
水
の
権
化
と
し
て
の
鰻
を
畏
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
背

景
が
あ
っ
た
。
一
方
、
経
典
に
よ
る
虚
空
蔵
菩
薩
は
そ
の
効
能
の
一
つ
と
し
て

災
害
消
除
的
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
修
験
者
た
ち
は
洪
水
に
苦
し
む

農
民
た
ち
を
救
済
す
る
手
段
と
し
て
、
虚
空
蔵
経
に
依
拠
す
る
加
持
祈
濤
を
盛

ん
に
修
し
た
。
そ
の
た
め
、
い
つ
の
ま
に
か
虚
空
蔵
信
仰
と
鰻
が
結
び
つ
き
、

洪
水
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
鰻
を
大
切
に
す
る
風
習
と
と

も
に
、
鰻
が
虚
空
蔵
菩
薩
の
「
使
」
と
か
「
好
物
」
と
さ
れ
る
伝
承
と
し
て
定

着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
東

北
地
方
に
鰻
食
物
禁
忌
を
伴
う
「
ウ
ン
ナ
ン
議
し
が
顕
著
に
発
現
し
た
の
は
、

近
世
の
仙
台
藩
領
で
は
北
上
川
・
迫
川
・
江
合
川
な
ど
に
沿
っ
た
地
域
で
大
規

模
な
新
田
開
発
が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
、
頻
繁
に
洪
水
・
水
害
を
も
た
ら
し
た

こ
と
が
第
一
の
要
因
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
東
北
地
方
に
は
鰻
が
車
越
し
て
分
布

す
る
と
い
う
自
然
条
件
や
、
伊
達
氏
の
熱
心
な
虚
空
蔵
信
仰
な
ど
で
も
作
用
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
の
佐
野
氏
の
見
解
に
は
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
明
ら
か
に
成
立

し
が
た
い
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
早
川
孝
太
郎
氏
が
「
ウ
ナ
ン
・
ウ
ナ
・
ウ

ナ
ギ
等
の
語
が
水
中
ま
た
は
泥
中
を
来
往
す
る
動
物
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も

ノ＼
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の
」
と
す
る
指
摘
を
継
承
し
て
、
語
源
的
な
検
討
を
経
な
い
ま
ま
に
「
ウ
ン
ナ

ン
些
し
挫
早
年
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
佐

野
氏
が
「
ウ
ン
ナ
ン
卑
し
の
発
現
を
近
世
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
と
も
密
接
に

関
係
し
て
い
る
が
、
大
石
氏
が
前
掲
論
文
で
批
判
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
ウ
ン
ナ

ン
」
は
宇
那
根
の
音
韻
変
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
最
初
か
ら
鰻
を
意

味
す
る
嗣
語
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も

平
安
末
期
ま
で
遡
り
ヶ
る
可
能
性
が
あ
り
、
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
期

に
は
す
で
に
各
地
の
喜
々
に
勧
請
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
方
で
「
ウ
ソ
ナ
ン
神
」
が
鰻
食
物
禁
忌
と
濃
厚
に
結
び
つ
い
て

い
る
事
実
は
、
大
石
氏
の
よ
う
に
～
概
に
「
後
世
の
も
の
し
と
し
て
片
付
け
ら

れ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
仮
に
後
世
的
な
付
会
と
し
て
も
、
両
者
が
結
び
つ

く
に
は
、
そ
れ
な
り
の
背
景
が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、

大
石
氏
の
「
用
水
神
」
と
す
る
見
方
で
は
、
そ
の
理
由
は
説
明
で
き
な
い
し
、

佐
野
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
中
で
大
き
な
部
分
を
占
め
る
、
鰻
と
洪
水
と
の
密

接
な
関
わ
り
を
示
す
伝
承
も
全
く
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
佐
野
氏
の
見

解
に
し
て
も
、
鰻
食
物
禁
忌
と
虚
空
平
信
像
と
洪
水
除
去
と
い
う
三
者
の
関
係

は
よ
く
わ
か
る
の
だ
が
、
「
ウ
」
ソ
ナ
ン
」
を
宇
那
根
と
す
れ
ぽ
、
な
ぜ
そ
れ
が

鰻
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
が
理
解
し
に
く
い
。
佐
野
氏
を
含
め
た

こ
れ
ま
で
の
民
俗
学
研
究
者
の
多
く
は
、
莫
然
と
「
ウ
ン
ナ
ン
」
と
鰻
と
が
音

通
す
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
い

か
に
も
根
拠
が
弱
い
よ
う
に
思
え
る
。
む
し
ろ
、
「
ウ
ン
ナ
ン
神
」
（
つ
ま
り
宇

那
根
神
）
が
も
と
も
と
洪
水
除
け
の
神
と
し
て
の
神
格
を
有
し
て
い
た
が
た
め

に
、
洪
水
と
関
係
の
深
い
鰻
の
伝
承
が
付
加
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
鰻
と
「
ウ
ソ
ナ
ン
」
の
音
通
と
い
う
点
を
重

視
す
る
と
す
れ
ば
、
宇
那
根
が
「
ウ
ン
ナ
ン
」
に
変
化
し
た
の
は
単
な
る
時
間

的
、
方
言
的
な
音
韻
変
化
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
洪
水
の
権
化
と
さ
れ
た
鰻
の

音
に
近
い
神
名
に
呼
び
慣
わ
さ
れ
た
、
と
い
う
爾
の
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
う
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
大
石
氏
が
「
用
水
神
」
と
主
張
さ

れ
た
根
拠
の
是
非
を
検
討
し
て
み
る
と
、
ほ
か
に
も
矛
盾
点
の
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
第
一
の
語
源
解
釈
に
つ
い
て
も
そ
う
で
、
「
ウ
ナ
ネ
」
を
「
用
水
溝
の

付
け
根
、
取
水
口
」
と
す
る
の
は
や
や
強
引
で
あ
ろ
う
。
大
石
氏
は
「
ウ
ナ
デ

（
用
水
溝
）
＋
ネ
（
根
）
↓
ウ
ナ
デ
ネ
↓
ウ
ナ
ネ
」
と
す
れ
ぽ
理
解
し
や
す
い
と

さ
れ
る
が
、
従
来
刊
行
さ
れ
て
い
る
古
語
辞
典
や
圏
語
辞
典
の
類
い
に
は
、

「
ウ
ナ
ネ
」
は
「
首
の
付
け
根
」
と
い
っ
た
意
味
し
か
載
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の

こ
と
は
現
存
す
る
文
学
作
品
や
記
録
等
で
、
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
た
用
例
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
用
水
溝
の
付
け
根
」
の
意
の

「
ウ
ナ
ネ
」
は
、
大
石
氏
の
全
く
造
語
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

も
そ
も
、
中
世
骨
寺
村
の
宇
豊
根
社
に
し
て
も
、
用
水
の
取
水
口
に
位
置
し
て

い
た
と
い
う
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
骨
寺
村
絵
図
琶
の
B
図
か
ら
、
大
石
氏
は
宇
那
根
社
が
「
中
澤
篇
と
い
う

　
　
　
・
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

水
路
の
水
源
近
く
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
が
、
谷
岡
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

親
等
な
ど
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
氏
も
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
骨

寺
村
全
体
の
堅
田
用
水
系
は
檜
山
川
（
現
在
の
本
寺
川
）
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら

の
引
水
が
中
心
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
大
石
氏
の
指
禍
の
よ
う
に
「
中
澤
」
も

小
経
営
農
民
の
開
発
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

宇
那
根
社
が
領
主
層
の
崇
敬
を
受
け
た
、
領
内
の
神
社
の
中
で
も
中
心
的
な
存

在
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
点
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
領
主
的
な
大

規
模
開
発
を
担
っ
た
と
さ
れ
る
檜
山
川
沿
い
に
成
立
し
た
は
ず
で
は
な
か
ろ
う

九



175rウナネ」および「ウナネ社」について（上）牛山

か
。
実
際
、
宇
那
根
社
は
A
図
か
ら
す
る
と
堂
々
た
る
神
祉
で
あ
り
、
し
か
も

二
枚
の
絵
図
と
も
村
内
の
中
心
部
に
描
か
れ
て
い
る
。
河
川
と
の
関
わ
り
で
考

え
る
な
ら
ぽ
、
村
内
を
流
れ
る
河
川
で
、
こ
の
神
社
と
対
応
す
る
存
在
は
磐
井

川
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
谷
岡
・
大
石
両
氏
に
よ
れ
ぽ
、
磐
井
川
は

深
く
切
れ
込
ん
だ
谷
を
作
っ
て
お
り
、
中
世
に
お
い
て
は
、
そ
の
水
を
濫
概
用

水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ぽ
、
磐
井

川
と
宇
那
根
神
の
神
格
を
取
り
結
ぶ
の
は
、
や
は
り
洪
水
で
は
な
か
っ
た
か
と

鰭
譲
一
，

　
　
　
　
　
樋

　
　
　
　
　
　
　
●
　
「∵口

6
　
＝
葛

・，

ー
ー
ー
L
」

　
・
箪

十
1
－
1
牽
ー
レ
ー

　蓼II．．』

姦艶騨裁

．噺 D，　l

　　　l，
　　　1
一芯一十一」．．

　　　lr
　　　I
　　下飯筐
一一一 ¥一一・

　　　1

　　　き

毘．鵠

．：．歴ノど’距・

嶺嚢
ト　r9　　　“　陰
“　　　，　　　　　＿＿

壷の

鞠
さ

1ξ

農

　　　㌦二目玲箇」

　　　恥葦’ご濯．謝

i胸馬簾

麟蝶謬

鉢轟

山婦誠　　・・レ蚤

顛≒難聾
レ：：1⊥輪
舞
，
、
・
孟
　
難

い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
歴
史
学
と
民
俗
学
の
双
方
の
研
究
成
果
を
整
合
的
に
理
解

し
よ
う
と
す
れ
ぽ
、
宇
那
根
神
は
最
初
か
ら
洪
水
除
け
の
神
と
し
て
勧
請
さ
れ
、

そ
の
性
格
が
の
ち
の
ち
ま
で
記
憶
さ
れ
て
、
洪
水
の
権
化
と
さ
れ
た
鰻
の
食
物

禁
忌
と
結
び
つ
い
て
今
日
に
至
っ
た
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
磐
井
川
が
実
際
に
水
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
的
徴
証
は
、

管
見
で
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
し
て
い
な
い
が
、
北
上
川
本
支
流
の
流
域
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
洪
水
の
被
害
は
、
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
て
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上野国（群馬梁）の字業根社（諏訪神社）図遵

い
る
近
世
の
例
だ
け
で
も
甚
大
な
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
1
）

に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
上
野
国
の
事
例

　
群
馬
県
琶
楽
郡
板
倉
町
大
高
島
字
高
鳥
の

宇
那
根
集
落
の
は
ず
れ
に
、
宇
那
根
神
社
が

鎮
座
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
社
号
は

『
全
国
神
社
名
鑑
』
に
も
登
載
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
が
、
地
元
で
は
正
式
の
社
号
を
諏
訪

神
社
と
し
、
宇
病
根
集
落
に
あ
る
た
め
に
宇

那
根
神
社
と
通
称
さ
れ
て
い
る
と
の
理
解
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
地
を
訪
れ

て
み
る
と
、
境
内
に
建
て
ら
れ
た
公
民
館
の

入
り
口
に
も
「
諏
訪
公
民
館
」
の
表
示
が
出

て
い
る
。
狭
い
境
内
に
は
樹
木
は
ほ
と
ん
ど

o
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な
く
、
拝
殿
を
兼
ね
た
覆
堂
の
奥
に
一
間
社
流
造
り
の
本
殿
が
あ
る
だ
け
の
、

典
型
的
な
小
事
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
宇
那
根
の
地
名
が
残
る
の
は
、
か
つ
て
の
上
野
国
佐
貫
荘
う
な
ね
郷

に
由
来
し
て
い
る
。
中
世
の
佐
貫
荘
は
領
家
は
不
明
だ
が
、
地
頭
に
は
佐
貫
氏

が
補
任
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
館
林
市
と
邑
楽
郡
の
各
町
村
（
板
倉
晦
・
明
和

村
・
千
代
田
村
・
量
楽
章
・
大
泉
町
）
か
ら
太
田
市
に
か
け
て
展
開
し
た
大
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

園
で
、
少
な
く
と
も
一
四
ケ
郷
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
一
つ

が
「
う
な
ね
郷
」
で
あ
る
。
具
体
的
な
史
料
と
し
て
、
長
楽
寺
文
書
の
元
応
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

年
（
＝
二
一
九
）
九
月
廿
七
日
梅
原
修
羅
坪
付
帳
に
「
ミ
な
ミ
は
う
な
ね
と
の

の
は
た
け
に
さ
か
ふ
…
…
」
、
あ
る
い
は
正
木
文
書
の
明
徳
二
年
（
一
三
九
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

七
月
二
B
藤
原
氏
女
譲
状
に
「
上
野
國
さ
ぬ
ぎ
の
庄
う
な
ね
の
郷
た
て
の
単
二

　
　
マ
マ
ヅ

在
家
川
間
、
は
た
け
弍
溜
男
反
、
あ
ら
た
挙
隅
相
伝
の
所
領
た
る
の
間
…
…
」

な
ど
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
う
な
ね
」
の
現
存
地
名
と
し
て
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

高
鳥
の
宇
那
根
の
ほ
か
に
、
隣
接
し
た
下
五
箇
に
も
宇
奈
根
集
落
が
あ
り
、
近

世
に
は
す
で
に
別
々
の
村
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
来
は
一
つ
の
集
落
で
あ
っ
た

　
　
　
　
（
4
6
）

と
考
え
ら
れ
、
中
世
の
う
な
ね
郷
の
範
囲
は
だ
い
た
い
こ
の
あ
た
り
を
中
心
に

し
た
地
域
に
比
定
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
世
の
佐
貫
荘
関
係
の
史
料
に
は
、
荘
内
に
「
ウ
ナ
ネ
神
扁
が

祭
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
残
存
史
料
が
極
め
て
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
中
世
の
い
わ
ゆ
る
『
上
野
国

　
　
　
〔
4
7
＞

内
神
名
帳
塾
の
邑
楽
郡
九
神
の
中
に
も
所
見
さ
れ
ず
、
管
見
で
ぱ
今
の
と
こ
ろ
、

中
世
に
お
け
る
「
ウ
ナ
ネ
蔑
し
の
存
在
を
文
献
上
で
確
認
で
き
な
い
で
い
る
。

し
か
し
、
中
世
以
降
、
信
濃
の
諏
訪
上
下
宮
へ
の
信
仰
が
高
ま
り
、
全
国
各
地

に
末
社
が
盛
ん
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
「
ウ
ナ
ネ
社
」
が
諏

訪
信
仰
の
流
布
に
よ
っ
て
、
祉
号
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
う
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
う
な
ね
郷
が
「
ウ
ナ
ネ
神
」
と
関
わ
る

地
名
で
あ
る
と
の
想
定
に
立
て
ば
、
仮
に
現
在
の
諏
訪
神
社
が
当
初
の
「
ウ
ナ

ネ
社
」
の
後
身
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
地
に
鎌
倉
時
代
以
前
か
ら
「
ウ
ナ

ネ
社
」
が
勧
請
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
問
題
は
、
こ
の
上
野
醐
佐
貫
荘
に
成
立
し
た
「
ウ
ナ
ネ
社
」
の
性
格
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
見
当
ら
ず
、
う
な
ね
郷
に
つ
い
て
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

岸
純
夫
氏
が
、
「
う
な
ね
の
語
源
は
用
水
溝
の
ほ
と
り
の
音
脚
味
」
と
し
て
い
る

の
が
唯
一
の
見
解
で
あ
る
。
峰
岸
氏
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
全
く
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
指
摘
の
あ
と
、
前
掲
の
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
の
藤
原
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
籍
田
）

女
譲
状
の
一
節
を
引
き
つ
つ
、
「
う
な
ね
郷
の
在
家
に
、
あ
ら
整
磁
町
が
付
属

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
ぎ
た
い
。
う
な
ね
郷
は
、
現
在
利
根
川
と
谷
田

川
の
間
の
低
湿
地
で
輪
中
集
落
の
景
観
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
五
箇
、

下
五
箇
と
い
う
語
源
的
に
荒
蕪
地
を
意
味
す
る
地
名
も
近
所
に
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
低
地
部
分
に
中
世
に
お
い
て
集
落
が
出
来
、
新
田
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
峰
岸
氏
は
、
う
な
ね

郷
が
荒
蕪
地
に
位
置
し
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
こ
で
当
時
も
新
田
開

発
の
努
力
が
な
さ
れ
た
と
い
う
点
に
光
を
充
て
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
先
の
指

摘
と
合
せ
て
警
衛
す
れ
ぽ
、
「
ウ
ナ
ネ
神
」
は
用
水
の
神
を
意
味
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
右
の
史
料
の
「
あ
ら
た
し
は
「
新

田
」
の
こ
と
と
断
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
「
荒
田
」
（
つ
ま
り
、
水

害
等
で
恒
常
的
に
荒
廃
し
た
田
）
と
解
釈
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
の
地
域
の
地
理
的
環
境
や
、
そ
れ

の
も
た
ら
し
た
歴
史
的
経
緯
に
よ
っ
て
い
る
。

三
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か
つ
て
の
う
な
ね
郷
の
領
域
を
中
心
に
含
ん
だ
、
現
在
の
板
倉
町
と
そ
の
周

辺
の
歴
史
が
、
一
方
で
こ
の
地
方
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
利
根
川
、

渡
良
瀬
川
お
よ
び
谷
田
川
の
三
つ
の
河
川
に
取
り
囲
ま
れ
た
低
湿
地
帯
で
、
し

か
も
そ
の
間
に
多
く
の
内
沼
を
湛
え
、
全
域
が
水
に
浮
い
た
よ
う
な
陸
の
孤
島

の
た
め
に
、
近
世
以
来
数
多
く
の
洪
水
や
水
害
に
苦
し
め
ら
れ
、
ま
さ
に
水
と

の
闘
い
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
文
献
で
指
摘
さ
れ
て

　
（
5
0
）

き
た
。
す
な
わ
ち
、
当
地
域
は
か
つ
て
「
水
場
し
と
も
呼
ば
れ
、
「
カ
エ
ル
が

小
便
し
て
も
水
が
出
る
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
水
害
常
習
地
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
単
な
る
水
郷
地
帯
の
ゆ
え
で
は
な
く
、
す
り
鉢
の
底
の
よ
う
な
状
況
を
呈
し

落
差
の
ほ
と
ん
ど
な
い
地
形
に
も
起
因
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
平
常
で
も
排

水
が
困
難
で
あ
り
、
ひ
と
た
び
洪
水
が
発
生
す
れ
ば
湛
水
が
一
〇
～
二
〇
日
も

続
き
、
田
畑
や
農
作
物
に
大
被
害
を
与
え
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
水
と
の
闘
い
の
中
で
、
人
々
は
自
ら
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

三
～
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
盛
り
満
し
た
水
塚
を
造
り
、
米
麦
・
衣
類
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
ぶ
ね

保
存
場
所
と
し
て
万
一
に
備
え
、
ま
た
緊
急
の
際
の
輸
送
用
に
揚
舟
を
用
意
す

る
な
ど
の
生
活
上
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
た
が
、
神
々
に
洪
水
の
除
去
を
祈
る

こ
と
も
怠
ら
な
か
っ
た
。

　
民
俗
学
的
調
査
に
よ
る
と
、
板
倉
町
内
に
は
水
神
信
仰
が
濃
厚
に
残
存
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
有
名
な
の
は
板
倉
町
板
倉
の
長
良
神

社
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
洪
水
除
け
の
神
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で
も

雨
が
続
く
と
、
村
人
が
集
ま
っ
て
不
動
尊
を
祠
か
ら
取
り
出
し
、
雨
の
上
が
る

の
を
祈
る
儀
式
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
長
良
（
長
柄
）
神
社
は
板
倉
町
内

に
一
五
社
も
あ
る
。
ま
た
、
板
倉
町
海
老
瀬
に
は
ア
ソ
バ
サ
マ
（
大
杉
大
明

神
）
信
仰
が
残
る
が
、
こ
の
神
は
久
慈
川
の
洪
水
に
苦
し
め
ら
れ
た
地
域
に
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

徴
的
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
板
倉
地

区
の
水
害
の
青
苗
だ
が
、
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
も
明
治
年
間
ま

　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

で
に
六
〇
圓
以
上
あ
る
。
大
部
分
は
渡
良
瀬
川
右
岸
堤
防
の
破
堤
を
原
因
と
す

る
も
の
で
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
ま

で
の
二
七
〇
年
間
に
四
〇
回
と
な
っ
て
い
る
。
五
年
に
一
回
の
割
合
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
利
根
川
左
岸
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
も
の
が
、
寛
文
十
一
年
（
一

六
七
一
）
か
ら
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
ま
で
の
二
四
〇
年
間
に
　
＝
二
圓

記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
一
〇
年
に
一
回
の
割
合
で
あ
る
。

　
以
上
紹
介
し
て
き
た
こ
と
は
、
だ
い
た
い
近
世
以
降
の
状
況
だ
が
、
洪
水
・

水
害
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
史
料
を
欠
く
中
世
以
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

の
置
か
れ
た
事
情
は
む
ろ
ん
同
様
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

当
地
域
の
神
社
信
傭
の
多
く
が
水
害
の
除
去
祈
願
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、

伊
賀
国
の
事
例
に
照
ら
し
て
、
や
は
り
上
野
の
「
ウ
ナ
ネ
神
」
も
洪
水
除
け
の

神
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
に
歩
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

長
良
信
仰
や
大
杉
信
仰
が
利
根
川
流
域
に
流
布
し
た
年
代
に
つ
い
て
は
必
ら
ず

し
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
早
く
て
戦
国
期
、
お
そ
ら
く
は
近
世
以
降
の
こ
と

　
　
　
　
　
（
5
5
）

で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
水
害
除
け
の
信
仰
と
し
て

は
、
「
ウ
ナ
ネ
」
信
仰
の
方
が
よ
り
先
発
的
な
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
り
、
逆
に
言
え
ば
、
当
地
の
宇
等
根
神
社
が
諏
訪
神
社
と
も
呼
ば
れ
、
本
来

の
神
格
が
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
の
も
、
近
世
以
降
新
た
な
流
行
神
と

も
言
う
べ
き
、
長
良
信
仰
や
大
杉
信
仰
の
降
盛
し
た
陰
に
追
い
や
ら
れ
た
結
果

で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
三
年
八
月
三
一
日
　
受
理
）
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